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富富山山県県ををモモデデルルととししたた「「モモノノづづくくりり」」現現場場にに
ＩＩｏｏＴＴをを導導入入すするる中中核核的的人人材材育育成成

事事業業成成果果報報告告

Agenda

１．文科省委託事業の全体像

２．事業実施の背景

３．事業の全体像

４．平成30年度～令和元年度事業成果
５．令和２年度事業成果

６．事業評価

７．次年度への展望

８．質疑応答
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１１．．文文科科省省委委託託事事業業のの全全体体像像
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（１）専修学校による地域産業中核的人材養成事業
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（１）専修学校による地域産業中核的人材養成事業
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• 

• AI

• 

（１）専修学校による地域産業中核的人材養成事業
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Society 5.0
2019 6 21
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（１）専修学校による地域産業中核的人材養成事業
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Society5.0

（１）専修学校による地域産業中核的人材養成事業
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（２）令和２年度採択一覧

Society5.0

２２．．事事業業実実施施のの背背景景
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（１）富山県の状況

富山県は「モノづくり産業」県である。

4.0

第4次産業革命
による革新が必須

注 富山県 「とやま未来創生」ものづくり産業活性化計画より
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（２）富山県の製造業におけるＩｏＴ推進状況

29 260
6

社内でＩｏＴを導入検証
できる人材が必要

注 富山県 「とやま未来創生」ものづくり産業活性化計画より

8
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（３）共有型とやまものづくりＩｏＴプラットフォーム

製造業団体から
共有型とやまものづくりプラットフォーム
との連携を要望されている

14

（３）共有型とやまものづくりＩｏＴプラットフォーム
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IoT

15

（３）共有型とやまものづくりＩｏＴプラットフォーム
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（３）共有型とやまものづくりＩｏＴプラットフォーム
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３３．．事事業業のの全全体体像像
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（１）目指す人材像

IT人材が製造業の現場の仕組み、課題を理解し、
IoT、ビッグデータ、AI等の第四次産業革命の核とな
るIT技術の基礎、応用知識を持ち、現場でのIoT等
の適用の実証やＩＴ企業と連携した製造現場へのIoT
の最新利用方法を提案できるSociety5.0の一翼を
担う人材。
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（２）育成カリキュラム

モデルカリキュラムツリー

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期

セキュリティ対策の基礎技術を習得する

ネットワーク設定の基礎技術を習得する

データベース管理の基礎技術を習得する

プログラミング言語を習得する

コンピュータ全般の知識を理解する

背背景景色色オオレレンンジジ；；既既存存ののカカリリキキュュララムム

背背景景色色赤赤色色：：製製造造IoT人人材材育育成成ププロロググララムム

製造IoT基礎科目

製造IoT応用科目

製造IoT活用科目

製造業の基礎知識を理解する

IoT概論科目

20

（２）育成カリキュラム

科目群 科目名 授業時数 授業方法 科目概要

IoT概論 IoT概論 5 講義
IoTの概要とIoTを活用することによる付加価値について理解
する。

製造IoT基礎概論 15 講義
製造業のIoT基礎として、センサー、通信、制御に関する知識
を講義中心で学習し、その内容や特徴を理解する。

製造IoT基礎演習 30 演習
製造業のIoT基礎として、センサー、通信、制御に関する開発
技術を演習中心で学習し、開発技術を習得する。

製造IoT
応用科目

製造IoT応用演習 30 演習
製造業の現場で実際にIoTを利用する際に必要となる知識、技
術を習得する。

製造IoT
活用科目

製造IoT活用演習 30 演習
IoTから得られたデータを活用して、新たな付加価値を生み出
すビジネスモデルや経営戦略を習得する。

110

製造IoT
基礎科目

合計
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（３）全体スケジュール

•
•

• •

•
• •

•
•
•

• •
•
•
•

４４．．平平成成30年年度度～～令令和和元元年年度度
事事業業成成果果

22
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（１）富山県内製造業への調査

n=54

•
•

•

•
•
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（２）基礎科目の開発

概
論
編

DB

I/O

PLC

演
習
編

PLC

WEB
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（２）基礎科目の開発

•
•
•
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（３）共有型とやまものづくりＩｏＴプラットフォームの調査

項項目目 教教材材化化 備備考考

１．閾値設定治具化 閾値設定システム開発 対象：光、振動センサ

２．振動センサ 加速度センサ応用 振動は加速度センサで取得

３．光センサ 光センサ応用 多種多様な光センサ

４．SW外部入力 DO接続手法 シーケンサ、マイコン接続
à既存システムとの接続

５．IoTセンサマイコン
（Rspberry Pi）

Raspberry Pi取り扱い
X Winodw、VNCサー
バ
OSインストール（Linux)
設定、コマンド、DB
アプリ開発

マイコン⇔マイコン接続
アプリ開発

６．Bluetooth センサ・マイコン間通信 BLEマイコン

15



５５．．令令和和２２年年度度事事業業成成果果

27

28

（１）実施事業

開発事業

• ＩｏＴ概論科目教材の開発
• ＩｏＴ応用科目教材の開発
• ＩｏＴ活用科目教材の開発

実証事業

• ＩｏＴ概論科目教材の実証
• ＩｏＴ応用科目教材の実証
• ＩｏＴ活用科目教材の実証

16
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（２）ＩｏＴ概論

IoT

IoT IoT

90 /

30

（２）ＩｏＴ概論

17
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（２）ＩｏＴ概論

32

（３）製造ＩｏＴ応用演習

90 /

18



モモデデルル工工場場のの設設備備振振動動シシミミュュレレーーシショョンン

33

M5ATOM

M5ATOM PWM

à

à

（３）製造ＩｏＴ応用演習

パパルルススとと回回転転のの様様子子 （（簡簡易易オオシシロロススココーーププ））

34

0

90

180

20ms

≈ 
0.5ms

≈ 
1.5ms

≈ 
2.5ms

（３）製造ＩｏＴ応用演習
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ススチチーールルププレレーートト ＆＆ ママググネネッットト

35

M5Stick-C
M5Stick-C

（３）製造ＩｏＴ応用演習

基基礎礎技技術術 àà WEB経経由由メメッッセセーージジ交交換換

36

WiFi
AP

WEBサービス

WiFi
AP

MQTT

Hellow!!

M5Stick-C WEB

Hellow!!

（３）製造ＩｏＴ応用演習
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（４）製造ＩｏＴ活用演習

90 /

DX Digital Transformation
GE DX

経経営営戦戦略略のの位位置置付付けけ

理念

ビジョン

戦略

戦術

理念は
・企業としての最終的な目標
（存在意義、使命、提供したい価値）
・経営姿勢、行動規範

ビジョンは
・具体的な時期、目標値

戦略は
・理念・ビジョンの目標を
達成するための打ち手

戦術は
・戦略をより短期的・局所的にした
打ち手

グーグル
世界中の情報を整理し、世界中の人がア

クセスできて使えるようにする

アップル
Think Different
フェースブック
コミュニティ作りを応援し、人と人とがより
身近になる世界を実現する

アマゾン
地球上で最もお客様を大事にする企業

不二越
ものつくりの世界の発展に貢献する

YKK
「善の循環」他人の利益を図らずして自ら
の繁栄はない

三協立山
「お客様」「地域社会」「社員」の三者が協

力し共栄する

（４）製造ＩｏＴ活用演習
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近近代代ママネネジジメメンントトのの創創生生

（1910年～1950年代）
テイラー「科学的管理法」1911
メイヨー「ホーソン工場実験」1927
フェイヨル「経営管理プロセス」1917
バーナード「経営者の役割（戦略）」1938
ドラッガー「マネジメント論」1946

ポポジジシショョニニンンググ派派

（1960年～1980年代）
アンゾフ「アンゾフマトリックス」1965
チャンドラー「組織は戦略に従う」1962
アンドリュース「SWOT分析」1965
コトラー「マーケティング MM STP]

「PLC」⇒ロジャース「ユーザー5分類」
「マーケッティングポジション」1967

BCG「成長方程式」「経験曲線」「PPM」1969
マッキンゼー「マッキンゼーマトリックス」1979
ポーター「５F分析」

「コスト・差別化・集中」
「バリューチェーン」1980

ケケーーパパビビリリテティィ派派

（1980年～1990年代）
日本企業の台頭（ホンダ、キャノン・・）1970～
パスカルの「ホンダ効果」1984
ピーターズ「エクセレントカンパニー」「７S」1982
ベンチマーキング（ゼロックス、SW航空、フォード）1979～
ストーク「タイムベース戦略」1998
マイクハマー「リエンジニアリング革命」1990
ハメルとプラハード「コア・コンピテンシー」1994
バーニー「資源ベースの戦略論」VRIO 1996

ココンンフフィィギギュュレレーーシショョンン派派

（1990年～2000年代）
ポーターの反撃「戦略とは何か」1996
ミンツバーグ「コンフィギュレーション戦略」1998
アンゾフ「戦略経営論」1979
キャプランとノートン「バランスドスコアカード」1999
キムとボルニュ「ブルーオーシャン戦略」2005
ペゾス（アマゾン）2000～

試試行行錯錯誤誤派派

（2010年～ ）
ワッツ「偶然の科学」2011
グーグルの試行錯誤型経営 2000~
ハーフォード「アダプト思考」2011
ブラウン「IDEOデザイン思考」1991
ブランク「顧客開発」2005
リース「リーン・スタートアップ」2011
BCGリーブス「アダプティブ戦略」2011

イイノノベベーーシショョンンのの曙曙

（1912年～19９0年代）
シュンぺーター「イノベーションの非連続性」1912
ターマン（シリコンバレーの生みの親）シリコンバレー 1939～
フォスター「イノベーション」「2重のS字曲線」1986
スティーブン「アントレプレナー論」1982
ドラッガー「イノベーションと起業家精神」1985
野中・センゲ「組織ラーニング」1990

IEかかららカカイイゼゼンンへへ
（1960年～）
テイラー・ギルビスのIE 1911
デミングのTQC 1950
カイゼン 1942
ビジネスアナリシス（BPM) 1990

世界恐慌（1930）
第2次世界大戦（1939～1945）

湾岸戦争（1991）
バブル崩壊（1991～1993）
イラク戦争（2003年）
イラク統治前期（2003～）
9.11事件（2004）
第３次オイルショック（2004～）
イラク統治後期（2007～）
リーマンショック（2008）

オイルショック（1976）

21世紀初頭の不確実性の時代
世界の急膨張
新興国の台頭
複雑化
境界の崩壊
産業・企業・機能の融合と再編
経営テーマ
「イノベーション」
「リーダーシップ」

「ラーニング」
「ネット」
「ソーシャル」
「グローバル化」

T型フォード

大大イイノノベベーーシショョンン

（1990年～2010年代）
不確実性の時代（フリードマン、ガルブレイス）1980
「メカトーフの法則」1990
エバンス「ネットの本質」「Blown to Bits」1999
ネットバブルの崩壊 2001
クリステンセン「破壊的イノベーション」1997
チェスブロー「オープンイノベーション」2003
ゴビンダラジャン「リバースイノベーション」2012

（４）製造ＩｏＴ活用演習

39

ブブルルーーオオーーシシャャンン戦戦略略演演習習

l キャノンのミニコピア複写機（超小型複写機）

l 市場の特徴
l 1位は絶対的シェアを誇るXEROX（1970年代）

§ 従量課金制を採用、大きな資金力が必要で参入障壁が高い

l 複写機事業の顧客は主に大企業のコピーセンター

l 複写機は高速で大量処理

l 高額商品

l トップ企業は充実のディーラー網。キャノンはない

l 複写機はメンテナンスが重要（壊れやすい）。従って、迅速なメンテナンスが必要でサービス網が重要。

l ミニコピアの特徴

l 1課に1台の事務機
l 側に置いて少量印刷

l 本体価格は安く⇒替刃モデル
l 壊れやすい部分はカートリッジ式取り替え可能に⇒メンテナンスフリー

l キャノンの戦略をブルーオーシャン戦略キャンバス、アクションマトリックスを描け

（４）製造ＩｏＴ活用演習

40
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アアママゾゾンンののロロンンググテテーールル

1

11

7

5

売上

3 5 7 9 11 13 15 17 19 21

3

2

6

4

アマゾン売上ランキング（X １００，０００）

売れ筋トップ１０万冊

書店に在庫がないマイナーな書籍が

売り上げの３０％～４０％を占め、

利益は５０％以上。

（４）製造ＩｏＴ活用演習

41

カカススタタママーージジャャーーニニーーママッッププ演演習習

l 医者に行って診察を受けるというカスタマージャーニーマップを作成しなさい

l ペルソナ（ステップ２）はグループの誰かを想定して作成してください

l テーマ（ステップ１）は

l 町医者での初診の診察治療（整形外科腰痛）をテーマにする。

l スタートとゴールを決める
まず病気を認識し、診療医院を探索することからスタートし、初診の診察治療の終了、薬の受取までとする

l その後の下記ステップを実施し、カスタマージャーニーマップを作成してください
l ステップ３：行動を洗い出す（10分）
l ステップ４：行動をステージに分ける（5分）
l ステップ５：顧客接点を明確にする（10分）
l ステップ６：感情の起伏を想像する（10分）
l ステップ７：対応策を考える（10分）
l ステップ８：視点を変えてアイデアを追加する（5分）

（４）製造ＩｏＴ活用演習

42
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IoTをを活活用用ししたたDXをを実実現現ししたたGEにに学学ぶぶ
l GEの戦略

l ウエルチからイメルトへ
l 脱製造業からデジタル製造業へ

l リーマンショック以降業績悪化。GAFAなどデジタル産業の成長を目の当たりにする
l IBMの「スマートプラネット」の脅威
l 金融、放送、映画、家電、半導体から撤退（非製造分野の売り上げは４０％）
l 電力、石油＆ガス、航空、鉄道、医療の産業機器関連事業に市場を絞る
l 箱売りからデジタルサービス事業へ、更にデジタル技術をコア・コンピタンスに新たな市場開拓。
l デジタル・ケーパビリティは特にない。デジタルGEの立上げ、全社員のデジタル意識改革、M&A。アウ
トソーシングはしない。

l デジタルGEの歩み
§ 2011年：シリコンバレーにソフトウエアの研究所を立ち上げる。インダストリアル・インターネットによりサービスビジネ

スにシフト
§ 2012年：「１％のの力」にフォーカス（GEの産業機器業界では１％の効率アップは膨大な利益を生む」
§ 2013年：Predix誕生
§ 2014年：産業界のプラットフォーマーを目指す
§ 2015年：GEデジタル独立
§ 2016年：プラットフォーマーになる

l 製品
l 既存
l 新規
l 市場
l 既存
l 製品
l 既存
l 新規
l 市場
l 既存

アンゾフマトリックス

（４）製造ＩｏＴ活用演習
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（５）実証講座
（ａ）方針

3

24
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（５）実証講座
（ｂ）各講座概要

10/23

IoT 11/17
12/4

IoT 12/18

46

（５）実証講座
（ｃ）ＩｏＴ概論 点数評価

１：知らない
２：聞いたことがある
３：部分的知っている
４：理解している

25
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（５）実証講座
（ｃ）ＩｏＴ概論 何を学んだか？

l

l IoT

IoT
l IoT

l IoT FA
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（５）実証講座
（ｄ）製造ＩｏＴ応用演習（高松） 点数評価

１：知らない
２：⼀部出来る
３：指導を受けながらできる
４：⼀⼈でできる
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（５）実証講座
（ｄ）製造ＩｏＴ応用演習（福岡） 点数評価

１：知らない
２：⼀部出来る
３：指導を受けながらできる
４：⼀⼈でできる
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（５）実証講座
（ｄ）製造ＩｏＴ応用演習 何を学んだか？

l M5ATOM M5Stick

l

l
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51

（５）実証講座
（ｅ）製造ＩｏＴ活用演習 点数評価

１：知らない
２：聞いたことがある
３：部分的知っている
４：理解している

52

（５）実証講座
（ｅ）製造ＩｏＴ活用演習 何を学んだか？

l IT I T

l I T

l →

l DX
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（６）成果の活用

６６．．事事業業評評価価

54
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55

（１）令和2年度事業評価

l ＩｏＴの意味を理解させるには十分な内容である
l ＩｏＴについて細部まで理解させることができる
lスキル・ロードマップの提示は有益である
l現場での初歩的な事例もあったほうが良い
l講義要領等の教材補完資料が必要である

（ａ）ＩｏＴ概論

56

（１）令和2年度事業評価

l充実したプログラム開発演習となっている
l実効性に優れ、すぐに現場で応用できる
l現場改善要望をマイコンレベルで実装可能である
lクラウド部分の教材化が望まれる

（ｂ）製造ＩｏＴ応用演習

30
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（１）令和2年度事業評価

lＤＸの企画立案ノウハウの獲得が可能である
l受講対象者を明確にしたほうが良い
l科目名称の変更を検討したほうが良い
l講義要領等の教材補完資料が必要である

（ｃ）製造ＩｏＴ活用演習

58

（２）事業全体評価

l IoTについてテクノロジー面、ビジネス改革面のス
キルを育成することができる。

l目標とする人材像はほぼ達成できているが、ＡＩ、
クラウドに関する人材育成追加が望まれる。

l ＩｏＴ人材像の分化とそれに伴うカリキュラムの再編
が望まれる。

31



７７．．次次年年度度へへのの展展望望

59

60

（１）目指す人材像

ＩｏＴソリューションに係る職種から対象を明確にする

32



61

（２）カリキュラム

l 製品画像認識に利用するＡＩ活用に関する知識、
技術習得教材の開発

l ＩｏＴに必要なクラウド（インターネットプラットフォ
ーム）に関する知識、技術習得教材の開発

l 企業の規模、ＩｏＴ導入状況と必要職種に対応し
たカリキュラムの再編
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事業評価報告書 
     令和 2 年 2 ⽉ 5 ⽇ 

 

           評価委員会 

⽬次 

1. はじめに 

2. 令和２年度事業評価 

(ア) IoT 概論 

(イ) 製造 IoT 応⽤演習 

(ウ) 製造 IoT 活⽤演習 

3. 事業全体の評価 

(ア) 現場の⾒える化や現場改善を実現できる⼈材の育成 

(イ) IoT プラットフォームの意義 

(ウ) 現場改善から DX へ 

(エ) 事業が⽬指す⼈材像の具体化 

4. おわりに 
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1. はじめに 

 「専修学校による地域産業中核的⼈材養成事業」は 3 年計画の事業である。当事業は富⼭県の製造業に第 4 次

産業⾰命を実現できるような、IoT の活⽤を促進する中核的な⼈材を育成することを⽬的として、平成 30 年度事

業に始まり、令和 2 年度事業が 3 年⽬の最後の事業となる。これまでの事業実績は下記。 

(ア) 平成 30 年度事業 

・IoT ⼈材ニーズ調査事業 

・「製造 IoT 基礎概論」、「製造 IoT 基礎演習」の教材開発 

(イ) 令和元年度事業 

・県内製造業に対し、IoT 導⼊の現状と⼈材に関するヒアリング調査事業（平成 30 年度調査事業の補完） 

・平成 30 年度事業で開発した教材の有効性を確認するための授業形式での実証事業 

・富⼭県⽴⼤学が開発した「共有型とやまモノづくり IoT プラットフォーム」を次年度の応⽤教材に適⽤す

るための調査事業 

(ウ) 令和 2 年度事業 

 本年度事業はこれまでの事業を受けて以下の事業を実施した。 

・「IoT 概論」、「製造 IoT 応⽤演習」、「製造 IoT 活⽤演習」の教材の開発 

・上記教材の有効性を確認するための授業形式での実証事業 

 当評価は（ウ）の令和 2 年度事業について評価する。併せて、3 年計画事業最後の事業を終え、3 年事業全体の

事業が事業⽬的に合致するかどうかを評価する。 
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2. 令和 2 年度事業評価 

 令和 2 年度事業は「IoT 概論」、「製造 IoT 応⽤演習」、「製造 IoT 活⽤演習」の三つの科⽬の教材開発とその教

材の有効性を確認するための実証講座の実施である。当評価は教材を対象とし、評価の⽅法はそれぞれの科⽬の

⽬的に相応しい内容であるかどうか、及び実証講座を受けた受講⽣のアンケートをもとに教材の有効性を評価す

ることとする。各科⽬の授業時間は「IoT 概論」は 90 分ｘ5 コマ、「製造 IoT 応⽤演習」は 90 分ｘ30 コマ、「製

造 IoT 活⽤演習」は 90 分ｘ30 コマを想定しているが、実証講座はそれぞれ 5 時間弱で実施したため、相当短縮

した授業にならざるを得ず、受講⽣の理解度が⼗分とは⾔い難いところも⾒受けられた。尚、受講⽣の実際のア

ンケート結果はそれぞれの科⽬の「実証講座報告書」を参照されたい。また、開発実証委員会が「教材・実証講

座報告書」をまとめているので、当報告書も参照されたい。 

 

(ア) IoT 概論 

 「IoT 概論」は全教科の前提となる最初の科⽬に位置づけ、企業によりマチマチな IoT の捉え⽅を当事

業として明快に解説すること、また、IoT を実現するために必要なスキル体系を明⽰し、当事業で扱うスキ

ル範囲を定義することを⽬的としている。IoT とは何か、IoT は何ができるのか、IoT の技術構成、IoT の

経営戦略的な意味合い、IoT の課題、IoT の先進事例など多⾯的に解説しているので、IoT の意味を理解す

るには⼗分な内容と⾔える。アンケートでは「IoT とは何か」という問いに対し、受講前で得点が最も⾼か

ったが、IoT の内容を細分化した問いに対しての受講前の得点は低かった。これは IoT という⾔葉は知っ

ているが内容の理解は曖昧だったことを⽰している。受講後は「IoT とは何か」の問いについてはさして得

点が伸びてはいないが、その他の細分化された問いには「IoT は何か」という問いと同等のレベルの得点に

まで達しているので、受講前の曖昧な理解から IoT について細部にまで理解が進んだことを窺わせる結果

であった。アンケート全体の問いの得点を平均すると受講前の 1.7 から 3.0（部分的に知っている）に上が

っているので IoT の受講⽣の理解は進んでいる（図１参照）。特に「IoT とは何か」、IoT の⽬的」、「インダ

ストリー4.0」、「Society5.0」の質問に対してはいずれも 3.0 を超えた。4 の「理解している」に達しないの

は予定時間を短縮したことによるものと推察でき、想定の時間さえ確保できれば概ね４のレベルに到達で

きると思われる。「IoT 概論」では IoT を導⼊することは DX を実現すると同義と捉え、IoT はビジネスを

変⾰するためのデジタルの道具のひとつとし、コマツや GE などの成功事例を IoT の活⽤した DX 例とし

て解説している。確かに、IoT の価値を⼗分発揮するには DX の導⼊を志向することになる。しかし、実際

の中⼩製造業の現場では「⾒える化」とか「現場改善」に IoT を利⽤することも多いので、そうした初歩

的な事例もあった⽅がよいという実証委員会の意⾒があった。 

 もうひとつ、「IoT 概論」で明らかにした IoT を導⼊するためのスキル体系は DX を念頭に置いているた

め広範囲のスキルが求められる。DX の企画⽴案から開発導⼊までのメソドロジー⾯、技術⾯は勿論、ビジ

ネス⾯、業界特有の知識、ヒューマンスキルなど多⽅⾯にわたる。当事業では技術⾯では IoT デバイスに

絞り、ビジネス⾯では DX の企画⽴案ができるスキル講義に絞っている。この賛否については後の事業全

体評価に譲るが、IoT を利⽤した DX を実現するためのスキル体系を提⽰し、当事業でカバーするスキル範

囲を明⽰したことは、これからのスキル獲得に必要となるスキル・ロードマップを提⽰するものであり、

IoT を志向する企業にとって有益なものとなるだろう。 
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 最後に、開発実証委員会の評価に講師が当教材を利⽤する場合は当教材で⾔及していない技術的背景や

ビジネス的な背景、業界知識などの周辺知識がなければ講義することは困難との意⾒があった。教材を補

完する講義要領のようなものを別途⽤意する必要があるだろう。 

 

 

 

 

(イ) 製造 IoT 応⽤演習 

 「製造 IoT 応⽤演習」の⽬的は明⽰されていないが、現場での設備制御や情報収集をシステムとして⾃

⼒で開発できことを⽬的としていることは読み取れる。当演習ではミニマムモデルの【μ‐Factory】を構

築し、実際に IoT による制御や情報収集のシステムを開発する演習を⾏っている。 

【μ‐Factory】の構成は以下。 

 

 

 
 

M5Atom はサーボモータの制御⽤マイコンとして利⽤。SW（スイッチ）、LED（５ｘ５）を内蔵。シリア

ル通信、Bluetooth 通信、WiFi を通した MQTT 通信が可能。M5Stick-C は情報収集⽤マイコンとして利

⽤。SW-A、SW-B、液晶表⽰器、加速度センサを内蔵、カラーセンサーを接続できる。M5Atom 同様シリ

１：知らない 

２：聞いたことがある 

３：部分的知っている 

４：理解している 
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アル通信、Bluetooth 通信、MQTT 通信が可能。 

 演習では各マイコンが内蔵する機能をひとつひとつ動かすプログラム開発を実践させている。例えば、

M5Atom からサーボモータを動かすプログラム開発、M5Atom の SW を押下することにより LED 表⽰さ

せたり、3 種の通信（シリアル通信、Bluetooth 通信、MQTT 通信）により PC へ送信するプログラム開

発、或いは M5Stick-C マイコンでは加速度センサからのデータ収集し、液晶画⾯に表⽰したり、3 種の通

信機能を使って PC への送信するプログラム開発、⾊をセンシングし、液晶画⾯に表⽰したり、PC へ送信

するプログラム開発など、ふたつのマイコンに内蔵した機能を動かす充実したプログラム開発演習となっ

ている。演習は機器のセットアップからソフトウエア開発環境、サーボモータ制御や種々のセンシングに

必要なライブラリーのセットアップ⼿順まで懇切丁寧に解説され、実際に稼働させているので、実効性に

優れ、すぐに現場で応⽤できる内容となっている。受講者アンケート（図 2、図３参照）でも「知らない」

「⼀部知っている」レベルから「指導を受けながらできる」レベルへと上がっている。「⼀⼈でできる」レ

ベルに達していないのは実証講座の時間不⾜のためと思われる。当演習を想定時間全部で受講すれば、現

場で設備の振動状況を「⾒える化」したいとか、振動の異常を察知し、LED に知らせるとともに、設備を

制御し稼働を停⽌すると⾔うような「現場改善」要望をマイコンレベルで実装することが可能であろう。

また、当演習での開発経験は他の機器に対するセンサや制御への幅広い応⽤も期待でき、実際の⼯場現場

において「⾒える化」とか「現場改善」を実現したいと思えばすぐに実装できると思われる。しかし、演

習の殆どが IoT デバイス側の開発演習であり（⼀部 IoT デバイスを PC に接続し、PC 側のデータ送受信、

データ蓄積の実装演習もあるが）、IoT デバイスの相⼿であるクラウド側のシステム開発に関する演習は含

まれていない。これは、残念ながら、いわゆる IoT システム全体としてすぐに「現場改善」を実現できる

までの演習とはなっていないということになる。この点については全体評価で触れる。 

 第 4 章から Appendix までは富⼭県⽴⼤学で開発した「共有型とやまモノづくり IoT プラットフォーム」

の機能や導⼊⼿順を解説している。当該プラットフォームが提供する IoT デバイスを実際の⼯場に導⼊し

稼働させた経験をもとにしている。当該プラットフォームは富⼭県中⼩製造業において IoT の導⼊促進が

進まない中、安価で簡単に導⼊することができることを⽬途に開発された。もし、当演習のマイクロ⼯場

をこのプラットフォームを利⽤して演習すれば、製造 IoT 応⽤演習で⾏ったプログラム開発は必要なく、

第 4 章以下で解説しているセットアップだけで開発したものと同じことが実現できる。受講者は⾃分で開

発するかプラットフォームを利⽤するかの違いを体感し、プラットフォームの有⽤性を認識できる貴重な

演習となったであろう。また、演習同様、第 4 章以降の導⼊⼿順は IoT デバイス側のみで、クラウド側に

関するものがないのも⽚⼿落ちの感を免れない。 
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(ウ) 製造 IoT 活⽤演習 

 「製造 IoT 活⽤演習」の実証講座は社会⼈を受講対象者としている。実業務や企業経営に接することの

ない学⽣には難易度の⾼い教育となっているのがその理由である。「製造 IoT 活⽤演習」は「IoT 概論」で

説明した「IoT を導⼊することは DX を導⼊することと同義である」という議論を根拠として作成されてい

る。IoT の利⽤は単なる業務の効率化とか現場改善を⽬指すことに意義がある訳ではなく、企業の戦略とか

改⾰に関わる、今⾵に⾔えば DX を⽬指すことに意味がある。当演習ではビジネス⾰新を実現するにはど

のようにすればいいかといことに焦点を当てている。従って、当演習ではビジネス⾰新を⽬指し、経営戦

略⽴案、新たなサービス、新たなビジネスモデル創出の企画⽴案能⼒を育成することを⽬的としている。

当演習は、IoT を⼀旦離れ、20 世紀半ばからのポジショニング派とかケーパビリティ派などの経営戦略の

歴史を振り返り、突如、勃興してきたイノベーション、それに続く 1990 年代に巻き起こったネットバブル

を経て脚光を浴びたビジネスモデル論や現代の試⾏錯誤経営戦略、デザイン思考、UX、CX など、これま

での経営の歴史の中で培い、頻繁に利⽤されてきた⼿法について演習を交えて教育する仕⽴てになってい

る。 

 最後に世界の GDP を牽引し、今後も期待される DX について解説し、⽇本における DX の現状、課題を

経産省の「DX レポート」をもとに紹介している。実証講座では演習を⾏う時間がなく、幅広い分野におけ

る多くのビジネス論の講義に終始した。アンケート（図４参照）を⾒る限り、教育効果は⼤きく、演習を

⼗分⾏えば、DX の企画⽴案に関するノウハウは獲得できると思われる。開発実証委員会の評価にあるよう

１：知らない 

２：⼀部出来る 

３：指導を受けながらできる 

４：⼀⼈でできる 

１：知らない 

２：⼀部出来る 

３：指導を受けながらできる 

４：⼀⼈でできる 
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に、当演習の受講⽣にどんな⼈材を想定しているかが明記されていないので、企業の戦略や企画を担当す

る部⾨の担当者やマネジメントを対象としているなど明確に記述すべきであろう。また、開発実証委員会

からは、製造 IoT 活⽤演習というカリキュラム名は相応しくない。新たなサービスや新たなビジネスモデ

ルを⽣み出す企業改⾰の演習という位置付けを明記し、内容に相応しいカリキュラム名にすべしという意

⾒もあった。指摘の通りで名称を考え直した⽅がいいだろう。 

 最後に、「IoT 概論」同様、開発実証委員会の評価に講師が当教材を利⽤する場合は当教材で⾔及してい

ない技術的背景やビジネス的な背景、業界知識などの周辺知識がなければ講義することは困難と意⾒があ

った。教材を補完する講義要領のようなものを別途⽤意する必要があるだろう。 

 

 

 

 

  

１：知らない 

２：聞いたことがある 

３：部分的知っている 

４：理解している 
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3. 事業全体の評価 

 当事業は 3 年計画で今年度事業が最後となる。3 年計画の事業の完結に際し、3 年事業全体の事業評価を⾏

う。当事業の⽬的は事業計画書の 6 項の（１）事業の趣旨・⽬的に記述されている。要約すると「富⼭県が主た

る産業と位置付ける「モノづくり」の現場で、第 4 次産業⾰命といわれる IoT、ビッグデータ、AI の活⽤を促進

する中核的⼈材を育成する」ことを⽬的としている。更に⽬指すべき⼈材像として「IT ⼈材が製造業の仕組み、

課題を理解し、IoT、ビッグデータ、AI 等の第 4 次産業⾰命の核となる IT 技術の基礎、応⽤知識を持ち、現場

での IoT 等の適⽤の実証や IT 企業と連携した製造現場への IoT の最新利⽤⽅法を提案できる Society5.0 の⼀翼

を担う⼈材」としている。当評価では事業全体のこの⽬的を達成しているかどうかの観点で評価する。 

 

(ア) 現場の⾒える化や現場改善を実現できる⼈材の育成 

 事業計画書の 6 項の（３）に教育プログラムが⽬指す⼈材像をより具体的に記述している。この⼈材は⽣

産技術部⾨または⽣産部⾨に所属することを想定し、現場の⾒える化や効率向上、作業改善、⾃動化を推進

できることを⽬指し、次の 4 項⽬のスキル育成を教育カリキュラムの⽬標としている。 

l 製造業の仕組みや特徴の概要を理解している 

l IoT デバイスを活⽤するためのハードウエア等の知識を理解している 

l センサを利⽤するための電気知識を理解し、マイコンでセンサデバイスを制御するための基本的なプ

ログラミングができる 

l AI などに利⽤されている開発⾔語を⽤いてプログラム開発できる 

ここで定義している⼈材は 6 項（１）の趣旨⽬的と⽐べると後退している。6 項（１）の趣旨・⽬的にあ

る第 4 次産業⾰命は現場の⾒える化とか作業改善、⾃動化レベルのいわゆる FA（Factory Automation）を超

えた改⾰であり、ドイツの製造業がグローバルでの競争優位を奪い返すと意気込む程のパワーがある。勿論、

⾒える化や作業改善、⾃動化等を否定するものではないが、それだけに努⼒する企業は、既に第３次産業⾰

命で FA を実現し、次のステップに向かおうとしている多くの先進的なグローバル企業に勝てる⾒込みはな

い。（この⽬標は事業全体の⽬標というよりは「製造 IoT 基礎概論」、「製造 IoT 基礎演習」、「製造 IoT 応⽤

演習」の⽬標と捉えると納得できる。） 

とは⾔え、実際の現場が⾒える化も作業改善も⾃動化も進んでいないとすれば、まずは⾝近で現実的な改

善⽬標を掲げ、現場をよく知る⼈材が IoT を利⽤して現場改善を実現することは⼤事なことだし、その後の

インダストリー4.0 に近づく⼤きな前進となることにも意味がある。この観点でカリキュラムを評価すると、

「製造 IoT 基礎概論」、「製造 IoT 基礎演習」「製造 IoT 応⽤演習」を受講すればここで定義した⼈材に、上

記カリキュラム⽬標の 4 項⽬⽬「AI などに〜」を除けばなれる。現場の⾒える化とか、現場改善要求を実現

する IoT デバイス側のシステムを設計開発できる⼈材になれる。しかし、これだけでは、実際の現場で稼働

させる IoT システムとは⾔えない。この三つのカリキュラムを受講して実装できるのは IoT デバイス側に限

られる。IoT デバイスとインターネットで繋がるクラウド側のシステム構築には触れていない。例えば、マ

イクロ⼯場機器の振動データを IoT デバイスで収集するとする、しかし、それだけでは意味がない。その収

集データをこれまでの膨⼤な蓄積データとともに AI などで解析すれば、何らかの異常を発⾒できるかもし

れない。こうした考えを予防保全に繋げたコマツや GE の IoT システムにはクラウド側のデータ蓄積や解
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析、予防保全のシステムが構築されている。IoT デバイスとインターネットを通したクラウドシステムを合

わせて IoT システムなのである。IoT デバイスだけではなくクラウドを含めた IoT システム全部を開発する

ことができなければ IoT を使った現場の⾒える化や作業改善さえも実現することはできない。この事業に⽋

けているのは、このクラウド側のシステムを構築する育成カリキュラムである。しかし、資⾦⼒や IT ⼈材

が不⾜する中⼩製造業がクラウド側のシステムを⾃前で構築するのはハードルが⾼い。そこで、次項で記述

する IoT プラットフォームの利⽤がポイントになる。 

 

(イ) IoT プラットフォームの意義 

 クラウドは情報システムをコモデティ化したと⾔われている。IT 化が遅れている中⼩企業が情報システ

ムを作るのは簡単ではない。サーバーやソフトウエアに⼤きな初期投資が必要だし、システムを構築する

IT ⼈材も必要となる。クラウドを利⽤すれば既に構築されたハードウエア、ソフトウエアと、汎⽤的に開

発されたアプリケーションソフトを使うことができる。そして料⾦は使った分だけ払えばいい。⾃分の PC

をインターネット経由でクラウドにつなげば使いたいシステムを簡単に利⽤できるのである。コモデティ

化した電気や⽔道を使うのと同じように誰でも簡単に安価にシステムを利⽤できる。だから、クラウドは

資⾦⼒や IT ⼈材の少ない中で、デジタル化を⽬指す中⼩企業の救世主になる。更にクラウド上に構築する

IoT プラットフォームは IoT に特化し、「IoT 概論」で指摘されている IoT の技術要素、モノ（IoT デバイ

ス）、コネクティビティ、クラウド上にはビッグデータ、AI を含むアナリスティック SW、セキュリティ、

外部接続、更には汎⽤的な個別アプリケーションを直ぐに使えるように準備されている。個別アプリケー

ションは企業により異なる場合が多いので、カスタマイズできる機能や、新規に開発する場合の開発ツー

ルキットなどを備えたプラットフォームもある。IoT を⽬指す企業には福⾳となるツールである。令和元年

ヒアリング調査した NTC の「KOM-MICS」も IoT プラットフォームだ。その他にも多くの IoT プラット

フォームが市販され、その機能も汎⽤的なものから、製造業に特化したもの、IoT の技術要素全部を満たす

もの、⼀部に限定したものなど多種多様である。「製造 IoT 活⽤演習」で紹介されている GE の「Predix」

も製造業に特化した IoT プラットフォームとして⽇本でも市販されている。当事業でも IoT プラットフォ

ームの重要性を認識し、令和元年度事業で演習科⽬に利⽤可能かどうか「共有型とやまモノづくり IoT プ

ラットフォーム」を調査しているが、クラウド側を調査することなく、結局、応⽤演習科⽬に利⽤されな

かったのは残念な結果だった。「製造 IoT 基礎」、「製造 IoT 基礎演習」、「製造 IoT 応⽤演習」の続編とし

て、「製造 IoT プラットフォーム基礎」「製造 IoT プラットフォーム演習」のようなカリキュラムを作成

し、「製造 IoT 応⽤演習」で開発演習したマイクロ⼯場のクラウド側アプリケーション構築の演習を作成す

るべきだったと思う。IoT プラットフォームのクラウド側演習を実現できれば、これまでの事業で作ったカ

リキュラムと併せて、現場の⽣産技術や⽣産部⾨の⼈材が現場の改善ポイントを発⾒し、⾒える化とか作

業改善を実現する完全な IoT システムを構築できる。このことはその後の本格的 IoT 導⼊のはじめの⼀歩

としても価値が⼤きい。 

 最後に「DX レポート」に⽇本特有の問題として掲げられた「2025 年の崖」では、IT 予算の 8〜9 割を

⾷いつぶす現⾏レガシーシステムを 2025 年までに刷新できなければ、2025 年以降最⼤ 25 兆円／年（現在

の 3 倍）の経済損失を⽣じる可能性に警鐘を鳴らしている。レガシーシステムが経営に貢献していないわ
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けではない、それが肥⼤化し、複雑化し、ブラックボックス化し、保守に莫⼤な費⽤がかかることに問題

がある。いかに優れたビジネスモデルを創出しても、それを具現化する情報システムの開発⼿法が従来通

りなら、2035 年とか 2045 年頃には保守に⼿間とカネがかかるレガシーシステムを再び作ることにもなり

かねない。DX で使⽤するプラットフォーム（第 3 のプラットフォーム）は IoT プラットフォームと⼤きな

差はないが、再びレガシーシステムを作らないための最新のテクノロジーが強調されている。「DX レポー

ト」にもマイクロサービスやサーバーレスなどクラウドネイティブと⾔われるテクノロジーを推奨してい

る。当事業が DX を推進する⼈材と⾔う事ならば、この開発技法に関するテクノロジーについても概要を

含めることが望ましい。 

 

(ウ) 現場改善から DX へ 

 （ア）（イ）では現場で発⾒した⾒える化要求とか改善要求を当事業のカリキュラムを受ければ実現できる

かという観点で評価した。クラウド側の開発を補完する IoT プラットフォームの演習カリキュラムがあれば

実現可能という評価としたが、⽬指すは Industry4.0 や Society5.0 あるいは DX を推進できる⼈材である。

「IT ⼈材が製造業の仕組み、課題を理解し、IoT、ビッグデータ、AI 等の第 4 次産業⾰命の核となる IT 技

術の基礎、応⽤知識を持ち、現場での IoT 等の適⽤の実証や IT 企業と連携した製造現場への IoT の最新利

⽤⽅法を提案できる Society5.0 の⼀翼を担う⼈材」である。この項ではここで記述された⼈材を育成できる

かの観点で評価する。 

 IoT で要求されているスキルは「IoT 概論」で指摘されているように多岐にわたる。テクノロジー⾯につ

いて⾔えば、（ア）（イ）で⾔及した IoT システム全部を構築するスキルがあれば最低限のテクノロジーを習

得したと考えていいだろう。IoT デバイスについては「製造 IoT 基礎概論」、「製造 IoT 基礎演習」、「製造 IoT

応⽤演習」でその仕組みを理解し、ソフトウエアの開発スキルも育成できるものと評価できる。ただ、クラ

ウド側のテクノロジーについては前述したように育成するカリキュラムはない。IoT プラットフォームは

IoT デバイス側のみならず、クラウド側のテクノロジーもほぼ搭載されているので、導⼊し稼働させる演習

があれば、クラウド側のテクノロジーについても⼀定の知⾒を得ることができるだろう。 

 テクノロジーも重要だが、もっと⼤事なのはテクノロジーに乗せる中味である。（ア）では現場で発⾒でき

る改善ポイントを中味としているが、ビジネスがひっくり返るようなビジネス⾰新には、新たな製品やサー

ビス、新たなビジネスモデルといった斬新な中味の創出がなければならない。「IoT 概論」では、IoT で創出

した画期的なサービスやビジネスモデルの事例を紹介し、IoT の価値創造としての意義を解説している。「製

造 IoT 活⽤演習」はこれまでの歴史で培ってきたビジネス改⾰の⽅法論を網羅的に演習させる内容となって

いる。これらの⽅法論は多種多彩でどれが⾃らの企業に合うのか吟味選択し、更に深く研究しなければなら

ないかもしれないが、これだけ網羅的に演習させる教育はこれまでになく、IoT の価値を導き出す企画⽴案

に⼤きな助けとなるだろう。 

 このふたつのスキル、テクノロジー⾯とビジネス改⾰⾯のスキルがあれば当該事業で求める⼈材に⼤きく

近づける。ビジネス⾰新（DX）を企画し、IoT テクノロジーを使って、企画を具体的なシステムに落とし込

み事ができる。ただ、このふたつのスキル以外にも、前提となるスキルが多いことは「IoT 概論」の指摘の

通りである。そのスキルを当事業で完璧にカバーすることは出来ないが、核となるビジネス変⾰⾯のスキル
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とテクノロジー⾯のスキル（クラウド側のテクノロジーを補完しなければならないが）に関する育成カリキ

ュラムは揃っている。不⾜するスキルについては「IoT 概論」でそのスキル体系を明らかにしているので、

必要ならその体系を道標として⾃社の不⾜しているスキルを⾃ら学習することもできるだろう。IoT を利⽤

して DX を推進できる⼈材の育成は簡単にはいかないが、当授業のカリキュラムを受講すれば、不⾜すると

ころもあるものの、最低限必要なスキルは獲得できるものと評価できる。あとは不⾜するスキルの充⾜と経

験によるスキルアップがあれば⽬標の⼈材像に⼤きく近づくことになろう。 

 

(エ) 事業が⽬指す⼈材像の具体化 

 当事業の⽬指す⼈材像は曖昧である。（ア）の現場改善を主導する現場の⼈と（ウ）のビジネス⾰新を推

進する⼈の⼈材像は違う。規模が⼤きくなれば、当事業の⽬指す⼈材像に求められるスキルを、⼀⼈の⼈

が習得し、ひとりで推進するのには無理がある。そもそも、ビジネス改⾰する⼈材がテクノロジーに精通

することも難しいし、テクノロジー⾯だけに限っても、IoT デバイス側の⼈材とクラウド側の⼈材が同じと

いうのも考えにくい。IoT システムを推進するには様々なスキルを持った⼈材がチームとしてそれぞれの役

割を果たすのが現実的である。「DX レポート」にも DX を推進する⼈材を次のように定義している。 

l CDO（Chief Digital Officer）：システム刷新をビジネス変⾰に繋げて経営改⾰を牽引できるトップ⼈

材 

l デジタルアーキテクト（仮称）：業務内容にも精通しつつ IT で何ができるかを理解し、経営改⾰を IT

に落とし込んで実現できる⼈材 

l 各事業部⾨においてビジネス変⾰で求める要件を明確にできる⼈材 

l ビジネス変⾰で求められる要件をもとにシステムを設計、開発できる⼈材 

l AI の活⽤ができる⼈材、データサイエンティスト 

この⼈材像もやや曖昧ではあるが複数の⼈材がチームとして関わらなければならないことは理解できる。

IoT システムは単純な現場改善からビジネス⾰新までピンキリである、その⽬的やシステム規模により⽬指

す⼈材像も変わるし、DX ⼈材が⽰すように多様化し、複数の⼈材に分かれるだろう。それぞれの⼈材像に

は役割がある。その役割を仕事レベルまで具体的に定義できれば、その⼈材に求められるスキルが分かる、

スキルだけではなくその⼈材にとっての重要度も、要求されるスキルレベルも分かる。例えば、上記 CDO

とデジタルアーキテクトに求められるスキルは違う、同じスキルであってもその重要度もレベルも違う。

CDO はデジタルのスキルも重要だがそれほど深いスキルレベルは必要ないだろう、それよりもリーダーシ

ップとかコミュニケーション能⼒、管理スキルの⽅に⾼いスキルレベルを求められる。デジタルアーキテク

トはヒューマンスキルも必要だろうが、デジタルとか業務知識の⽅がより重要で⾼いスキルレベルが要求さ

れるだろう。深堀した⼈材像のスキルとその重要度、レベルを定義できれば、その⼈材にピッタリの育成カ

リキュラムを作ることができる。しかし、その⼈材像は企業によって違う。平成 30 年度の「IoT ⼈材ニーズ

調査」でも、富⼭の企業が考えている IoT でやりたいことは様々だった。そして、求める⼈材像も様々だっ

た。こうした状況を踏まえれば、⽬指す⼈材像を⼀様に決めるのは難しいし、意味あることでもないだろう。

結局、IoT 推進を⽬指す企業がその⾃分ピッタリ合う IoT を推進する⼈材像を決めなければならないと⾔う

事なのだろう。 
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4. おわりに 

 3 年計画の「専修学校による地域産業中核的⼈材養成事業」は今年度が最後の完結事業となる。そこで評価は令

和 2 年度の事業評価と 3 年計画事業全体の評価の⼆つとなった。 

 令和 2 年の事業は「製造 IoT 概論」、「製造 IoT 応⽤演習」、「製造 IoT 活⽤演習」の教材開発と教材の有効性を

確認するための実証講座の実施だった。それぞれの教材ともその⽬的に適う内容であり、実証講座の受講⽣のアン

ケートでも⼗分その教育効果を発揮していると認められる。⼀部、講師側から⾒ると、講義内容が広範で⾼度な⾯

があるため講義要領のような講師の教育を⽀援する補⾜資料が要望されている。また、「製造 IoT 活⽤演習」は内

容がビジネス⾰新の⼿法演習に重きおいているため、カリキュラムの名称にそぐわないため適切な名称が必要と

いう指摘もあることを付け加えておく。 

 3 年計画事業全体の評価は 2 段階で⾏った。第⼀段階は当事業で現場の⾒える化とか作業改善を実現できる⼈材

を育成できるかどうかを評価した。「製造 IoT 基礎概論」、「製造 IoT 基礎演習」、「製造 IoT 応⽤演習」を現場の製

造技術部⾨なり⽣産部⾨の⼈間が受講すれば、現場改善を実現する IoT デバイス側の実装を⾏うことができるだ

ろう。しかし、クラウド側の構築カリキュラムが準備されていないので、現場改善を実現できる IoT システム全

体を構築することはできない。資⾦⼒も IT ⼈材も不⾜している富⼭の中⼩製造業は IoT システム全体を構築する

ためには IoT プラットフォームの利⽤を考えるだろう。このプラットフォームを使えばクラウド側のシステムも

安価に短期間に構築できるからだ。当事業でも、IoT プラットフォームはクラウド側を含む IoT システム全体の構

築に有効と認識して、令和 2 年にその調査を⾏っている。しかし、調査は IoT デバイス側だけに終わりクラウド

側の調査にまで⾄っていない。更に、応⽤演習に IoT プラットフォームを使わなかったことも残念な結果だった

と⾔わざるを得ない。当事業に IoT プラットフォームを利⽤できるようになる育成カリキュラムを追加すべきと

考える。 

 第⼆段階は IoT 本来の⽬的である新たなサービスやビジネスモデルを創出するビジネス改⾰（DX）を実現でき

る⼈材を当事業で育成できるかという視点で評価した。「製造 IoT 活⽤演習」はこれまでの戦略論やビジネス改⾰

の歴史を俯瞰し、培ってきた⼿法を演習することによりビジネス改⾰の⼿法を網羅的に育成するカリキュラムに

なっている。企業はカリキュラムで演習した⼿法を取捨選択し、より深い研究を経て実践することになると考えら

れるが、「製造 IoT 活⽤演習」はビジネス改⾰を実践しようとする企業を適切な⼿法へと導く有益なカリキュラム

であると評価できる。また、「IoT 概論」は、IoT 導⼊のスキル体系を網羅的に定義しているので、⾃社の不⾜し

ているスキルが明確になり、IoT 導⼊に向けての⼈材育成の道標として有益である。当事業は、IoT プラットフォ

ームを利⽤したカリキュラムを追加すれば、事業の⽬指す⼈材がテクノロジー⾯、ビジネス改⾰⾯の最低限のスキ

ルを獲得出来るものと評価できる。勿論、それだけのスキルでは⼗分ではないが、整備されたスキル体系をベース

に更なるスキルアップに努⼒し、経験を積めば、事業が⽬指すビジネス改⾰を担う⼈材になれる可能性は⾼い。 

 最後に、⽬指す⼈材像は曖昧である。具体性に乏しい。IoT システムの⽬的やシステム規模により⼈材像は変わ

る、⼈材像は多様化し、役割も変わる、スキルの重要度合もスキルレベルも変わる。⽬指す⼈材像をより深くより

具体的に掘り下げ、具体的になった⼈材像、複数になるかもしれないが、その⼈材に適合するスキル育成カリキュ

ラムを開発できればいい。しかし、⽬指す⼈材像は企業により様々だろう。それぞれの⼈材像に合うカリキュラム

を作るのは膨⼤で現実的ではない。当事業では IoT システムの開発スキル育成プログラムを作成した。また、新

たな製品・サービス、新たなビジネスモデルを創出するなどビジネス改⾰⼿法のスキル育成プログラムを作成し
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た。IoT に求められる最低限のテクノロジー⾯、ビジネス改⾰⾯のスキルをこの事業で得ることができる。このこ

とは当事業の⼤きな成果である。今後、富⼭の製造業が IoT 推進を⽬指すならば、求める⼈材像を模索し、具体化

し、当事業で作り上げたふたつのカリキュラムをベースに、不⾜するスキルを育成し、あるいは調達していかなけ

ればならないだろう。そうすることができれば、企業が⽬指す IoT システムの構築が現実のものになることだろ

う。  

 以上。 
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IoT概論教材
実証講座報告書

概要
⽇程 令和2年10⽉23⽇（⾦）
場所 富⼭情報ビジネス専⾨学校

第⼀部 10:00〜12:00
第⼆部 13:00〜16:00

受講⽣ 富⼭情報ビジネス専⾨学校
情報システム学科 ロボット・ＩｏＴ専攻
1年⽣ 5名 2年⽣ 8名 合計13名

講師 ⼭⽥ 太
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講座⾵景

アンケート結果
学習効果を測るアンケートを実施した。
実証講座の受講前と受講後にアンケートを実施し、講座内で学習
する項⽬についての理解度、習得度の伸びを検証した。
アンケート⽅式は選択式であるが、事後アンケートに「何を学ん
だか？」「⾃由意⾒」の記述式を設けた。
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IoTとは何か知っていますか？
受講前 受講後

IoTの⽬的とは何か知っていますか？
受講前 受講後
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IoTを実現するシステムに必要な技術要素
を知っていますか？

受講前 受講後

インダストリー4.0とは何か知っています
か？

受講前 受講後
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Society5.0とは何か知っていますか？
受講前 受講後

IoTの先進事例を知っていますか？
受講前 受講後
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IoTのセキュリティ課題を知っています
か？

受講前 受講後

IoT導⼊に必要なスキルを知っています
か？

受講前 受講後
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何を学んだか？
l機器をネットワークに繋いでAIに考えさせると
いうコスパ良さような話

l正直あまりSociety5.0やインダストリー4.0につ
いてなど知る機会が少なかったので今回の講座
でそれらについて知ることとができました。

lIoTという技術は、これからの⽇本に必要不可⽋
である。今あるものをより便利にする、画期的
な技術である。しかし、課題も⼭積しているた
め要対策が必要

何を学んだか？
lIOTとはなにか？IOT化することで具体的に何が変わる
のかについて深く学べました。

lIotの課題であるサイバーセキュリティ対策はとても重
要な事だと思いました。

l今回の講義を受けてiotのインダストリー4.0や
Society5.0のことなど数々の⾔葉を学びました。他にも
今後のiotの発展がどのような形で作られていくのかな
ど想像ができてとても良かったです。
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何を学んだか？
lIoTとは⼈の暮らしを良くするための⼿段の⼈るである
ことを学びました。

lIoTというものは、ただインターネットとモノがつなが
れて便利だということだけではなく、インターネット
とモノをつなぐことによって今まで単調な動きしかで
きなかったものがそのもののある意義以上の働きを果
たすことができる存在になるということを学びました。
また、その反⾯の課題として膨⼤でとても⼤切な情報
を扱っているが故にセキュリティ対策を徹底しなけれ
ばならないことや、⼈間の感性でしか判断できないこ
とに対しての課題があると気づくことができました。

何を学んだか？
l今回の講座で私はIoTとは何なのかという事の復習とそ
の活⽤⽅法について今まで受けた授業よりさらに詳し
いことを学ぶことが出来て良かったと思いました。私
はIoTと⾔うものがセンサーなどをつかい業務などを改
善するために使われているものだと思っていました。
しかし今回の講座を受けて、IoTと⾔うものは事業の変
⾰であり競争優位の獲得という事を改めて知ることが
出来ました。
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何を学んだか？
l⾃分は、IoTについて全く知識はありませんでしたが、
IoT技術は今後⾃分たちの⽣活を⼤きく変える⼒がある
と感じました。今までの⽣活から考えられないような
便利な⽣活ができるようになると思います。その反⾯、
セキュリティ⾯では今まで以上に対策が必要になって
くると感じました。また、今までIoTと聞くと、ロボッ
トのイメージしかありませんでしたが、今⽇の講義を
受けてイメージが⼤きく変わりました。今後も深く学
びたいと思いました。

何を学んだか？
lIotがモノに繋がった時に結果として起きる⾰新的な製
品、サービス、ビジネスモデルの創出といった新たな
価値のあるものということを知ることが出来ました。
また、その実現のために⼤事なのはデジタルを活⽤し
た変⾰を計画し実⾏することであることを知りました。
そのためには、ビジネスモデル構築⼿法、Iotデバイス
が必要であり、ある程度のヒューマンスキルが必要で
あると知りました。また、⾝近なものでIotが実現され
たらどうなるのかを考える⼒を養うことが出来たと思
います。
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何を学んだか？
lIoTを世の中に取り⼊れ、社会を豊かにできる、環境問
題や国際問題の解決等、まだまだできることは沢⼭あ
ると思った。また、IoTを利⽤する上での注意点（セ
キュリティやコスト⾯）など、解決しないといけない
課題があることもわかった。

l新たなビジネスチャンス、新たな事業などを⽣み出し
社会に利益をもたらすことが分かった

⾃由意⾒

l今回の授業は⾮常にためになった。またあって
ほしいと思う

lマスクをしているということもありなかんか聞
こえずらい部分もありました。IoTに関しては⽇
本は世界から遅れをとっている事が改めてわか
る機会でした。となりの超監視社会である中国
と⽐べるとだいぶ後れを取っているので早く様
なると良いなと思います。
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⾃由意⾒
l富⼭県という⼯業の盛んな県にいるということで益々
IoT化、FA化が富⼭県でさらに発展していくと予想され
ます。その中でこのIoTに関する学習をすることで改め
て⾃分が今まで習ってきた情報技術とは何か、今の情
報技術はどこまで発展しているかについて再認識する
良い機会となりました。ありがとうございました。

⾃由意⾒
l⾝近なもので例えることが出来、イメージしやすく内
容を理解するのが難しくなかったです。

l過度な発展はして欲しくないと思っている。⼈間だか
らこその職業や環境、⽂化がある中で、全てをIoTや機
械が飲み込んでいくのはあまり気が進まない。それを
踏まえた上で、発展して⾏けたらいいと思った。

lIOTは技術的な能⼒だけではなく戦略的なスキルなど必
要だと思った
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製造IoT活⽤演習教材
実証講座報告書

令和2年12⽉18⽇

概要
⽇程 令和2年12⽉18⽇（⾦）
場所 富⼭情報ビジネス専⾨学校

第⼀部 10:00〜12:00
第⼆部 13:00〜16:00

受講⽣ 製造業社会⼈ 7名 ＩＴ業社会⼈ 6名 合計13名

講師 ⼭⽥ 太
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講座⾵景

アンケート結果
学習効果を測るアンケートを実施した。
実証講座の受講前と受講後にアンケートを実施し、講座内で学習
する項⽬についての理解度、習得度の伸びを検証した。
アンケート⽅式は選択式であるが、事後アンケートに「何を学ん
だか？」「⾃由意⾒」の記述式を設けた。
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IoTにはどのような価値があるか知ってい
ますか？

受講前 受講後

デジタルディスラプションとは何かを
知っていますか？

受講前 受講後
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SWOT分析とはどのような⼿法か知って
いますか？

受講前 受講後

PPM分析とはどのようなものか知ってい
ますか？

受講前 受講後
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ブルーオーシャン戦略とは何か知ってい
ますか？

受講前 受講後

イノベーションのジレンマとは何か知っ
ていますか？

受講前 受講後
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情報のリーチとリッチネスとは何か知っ
ていますか？

受講前 受講後

ネットワーク効果とは何か知っています
か？

受講前 受講後
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ビジネスモデルとは何か知っています
か？

受講前 受講後

カスタマージャーニーマップとは何か
知っていますか？

受講前 受講後
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DXとは何か知っていますか？
受講前 受講後

「2025年の崖」とは何か知っています
か？

受講前 受講後
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GEの⾏ったDXとは何か知っています
か？

受講前 受講後

何を学んだか？
lIoTとは何か、各業界のビジネスモデル
lIoTは物をインターネットに繋げるだけではなく、
繋げたデータをどう活⽤するかが⼤切というこ
と。

l2025年の崖ということがあるように、社内の⽼
朽化している基幹システムがビックデータや⼈
⼯知能により乗り遅れることに繋がること。
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何を学んだか？
l現在、⽇本がIT、IOT分野で⼤幅に遅れを取り、⽇本は
この問題に真剣に取り組まなければならないことを学
びました。

l企業戦略が⼤事だということを学んだ
lITからの価値創造に関して、歴史的背景から活⽤事例
などを通して学んだ

何を学んだか？
l世間では「IoT」という⾔葉だけがもてはやされている
が、あくまで物を繋ぐ⼿段でしかないという認識をし
ていた。今回の講習では、単純に⼿段というだけでな
く、いかにして価値を⽣み出すかとい⼿段であるかと
いうことを理解できた。

lIOTと⾔っても、会社や⼈によって⽅法、考え⽅を⾒つ
け出さなければ、期待していた効果が得られにくいこ
とがわかった。何をどうしたいのか、⾒極め取り組ま
なければならない。
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何を学んだか？
l経営戦略、マーケティングの考え⽅
lIoTを活⽤してビジネスを成功させる考え⽅を学びました。
l経営戦略の歴史→イノベーションの⼤波のくだりがとて
も⾯⽩くてありがたい内容でした。学術的な根拠と歴史
を振り返りながら説得⼒があって個⼈的には⽬から鱗で
す。ドキュメント読み返して、興味ありそうな本を買っ
て読んでみようと思います。

何を学んだか？
lDXを実現するために、過去から現在までの経営戦略の
考え⽅や⽅法論を学べました。聞いたことがある単語
でも内容を理解できていなかったことが多かったので
すが、わかりやすい説明で理解が深まりました。

l2025年の崖ということがあるように、社内の⽼朽化し
ている基幹システムがビックデータや⼈⼯知能により
乗り遅れることに繋がること。
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⾃由意⾒
lIoT講座というよりはビジネス講座となっていた。
l具体例がもっとあると良い
l製造業でIoTがどのように導⼊され、どのような活⽤の
され⽅をしているのか、事例が知りたかったです。

l経営戦略全般の概念が主体で、そこにIoTを絡めるとい
う講座であると感じた。中堅社員は経営戦略に意⾒す
る機会があまり無い為、役職者向けのタイトルとする
か、技術者に向けた講座にするという⽅向も良いので
はないかと感じた。

⾃由意⾒
l演習をしたかった。ビジネスのモデルを考えるいい機会になった。
lIoTの戦略的活⽤ではなく、DX時代の経営戦略の講義に思えた。こ
の講義は誰向けなのか？どの程度のコマ数でやるのかを再確認して、
ボリュームやコンテスト配分を⾒直したらいががでしょうか

l演習をする時間があれば、もっと概念や理論について理解を深めら
れたと思います。

l営業職でありお客様先でヒアリングや作業をする機会が多いです。
顧客の⽴場になることの重要性を改めて実感しました。あっという
間の1⽇でした。演習も挑戦してみたかったです。ありがとうござい
ました。
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製造IoT応⽤演習教材
実証講座（⾼松）報告書

概要
⽇程 令和2年11⽉17⽇（⽕）
場所 専⾨学校⽳吹コンピュータカレッジ

第⼀部 9:30〜12:40
第⼆部 13:40〜15:10

受講⽣ 専⾨学校⽳吹コンピュータカレッジ
情報システム学科（3年制） 2年⽣ 20名

講師 原⽥ 賢⼀
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講座⾵景

アンケート結果
学習効果を測るアンケートを実施した。
実証講座の受講前と受講後にアンケートを実施し、講座内で学習
する項⽬についての理解度、習得度の伸びを検証した。
アンケート⽅式は選択式であるが、事後アンケートに「何を学ん
だか？」「⾃由意⾒」の記述式を設けた。
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サーボモータの制御ができる
受講前 受講後

IoT制御向けマイコンのソフト開発ができる
受講前 受講後
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シリアル通信ができる
受講前 受講後

Bluetooth通信ができる
受講前 受講後
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加速度センサを取り扱える
受講前 受講後

IoTセンシング向けマイコンのソフト開発
ができる

受講前 受講後
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何を学んだか？
lマイコンの扱い⽅を深く学べた
lIoTの⾯⽩さを学びました
lM5ATOM及びM5Stickの基本的な使い⽅と加速
度センサと光⾊センサの概要を学ぶことができ
た。

l加速度センサの仕組みが⾮常に興味深かった
l駆け⾜で授業をしたので少し理解出来てないと
ころがあったが、⾊々な機器や使い⽅を学んだ。

何を学んだか？
lサーボモータやシリアル通信、加速度センサなどの使
い⽅などを学びました。

lモーターはいろいろなものに使われている
lIOTの幅広い世界を学びました
llotの多様性を感じました
lよくわかった
lシステムの英語はあまり難しい難しいものは出てこな
いので少しづつでも読む習慣をつけようと思った。
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何を学んだか？
lM5Stick-CやM5ATOMの使い⽅などを学んだ
lbluetooth通信の⽅法
l英語少しでも読むようにしようと思った
l⾊々な道具の制御
lIoT機器がどのように扱われているか、どうやって使え
ばいいか

何を学んだか？
l加速度センサーを扱うことが⾃分が思っていたよりも
簡単で⾯⽩かったです。

l開発の楽しさとM5AtomのLEDの美しさです。
liotの可能性の⼤きさ
l今回ポートが読み込めなかったのでプログラムを動く
事が出来なかったのであまり学ぶことが出来ませんで
した、もしまたこの機会があればできるように頑張り
たいです

lネットワークを繋がなくてもlotが使える
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⾃由意⾒
l 教材が具体的な動作説明や画像が多くわかりやすかった
l 環境設定のせいか、時間もなかったので途中から機器の
動きを確認出来なかったのが少し残念だった

l 本⽇の講義ありがとうございました！
l 授業ありがとうございました
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製造IoT応⽤演習教材
実証講座（福岡）報告書

概要
⽇程 令和2年12⽉4⽇（⾦）
場所 ⿇⽣情報ビジネス専⾨学校

第⼀部 9:30〜12:30
第⼆部 13:30〜15:00

受講⽣ ⿇⽣情報ビジネス専⾨学校
電⼦システム分野 3年⽣ 9名 2年⽣ 9名 合計18名

講師 原⽥ 賢⼀
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講座⾵景

アンケート結果
学習効果を測るアンケートを実施した。
実証講座の受講前と受講後にアンケートを実施し、講座内で学習
する項⽬についての理解度、習得度の伸びを検証した。
アンケート⽅式は選択式であるが、事後アンケートに「何を学ん
だか？」「⾃由意⾒」の記述式を設けた。
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サーボモータの制御ができる
受講前 受講後

IoT制御向けマイコンのソフト開発ができる
受講前 受講後

86



シリアル通信ができる
受講前 受講後

Bluetooth通信ができる
受講前 受講後
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加速度センサを取り扱える
受講前 受講後

IoTセンシング向けマイコンのソフト開発
ができる

受講前 受講後
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何を学んだか？
lセンサーなどの使い⽅とともにマイコンを動か
す楽しさを学びました

larduinoでWi-Fiを使って、無線の通信を⾏う。
モータの制御をおこなう

l使ったことのないサーボモータの制御を学べま
した

lグラフによる可視化の重要性
lサーボモータや加速度センサを初めて取り扱っ
てプログラムの中⾝を知れた

何を学んだか？
lネットにいろいろなことをつなげることを学べた
l通信の状況をリアルタイムで⾒るのは初めてだったの
で貴重な体験になりました。

lアルディーノを使って何かしら開発をしたいと思った。
lIotの実戦的な講義でとても役に⽴ちました
l普段使わないマイコンでのっ作業だったので楽しくで
きた。サーボモータの使い⽅が少しわかった。
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何を学んだか？
l授業では扱ったことのないハードウェアに触れるとい
う貴重な体験ができました

lいままで扱った中でも⼩さいマイコンだったがいろい
ろなセンサーが搭載されていて加速度などを可視化す
る⾒える化を学べた。

lシリアル通信やモーターを使った開発やIotを学んだ
lインターネットにマイコンをつなげてデータの流れを
⾒ることができました。

何を学んだか？
l各種のセンサーとwifiで連れることを知ります。
l授業で使うマイコンとは違って今⽇のマイコンは多く
のシステムの制御ができることを学びました。

lマイコンは本当に精度の⾼い感知能⼒があるのだなあ
と思いました。プログラムを記述する作業はなかった
ので、⼀⼈で作れるかはまた別ですがやれる気がしま
した。開発関係の仕事に就く可能性はあるのでとても
⾝になりました。
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何を学んだか？
l⼩型マイコンによる演習で、Iotのことを学んだ。実際
に、インターネットを介したマイコンの制御などには、
とても、未来の発展に興味があります。今後、⼩型ロ
ボットの無線制御や、遠隔操作による仕事。コロナに
よる外出⾃粛化での遠隔出勤などができるようになる
かもしれないと考えると、これからが楽しみです。

⾃由意⾒
l グラフや画像を使った説明が⼤変わかりやすかったです
l とても勉強になりました。
l 新鮮でした。よかったです。
l 楽しかったです。
l 実際にマイコンを使った実習はとても楽しくためになり
ました。

l 授業内容⾯⽩いですが授業の時間がすくないと思います。
時間が希望です。いろいろなことをおぼえるつらいです。
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⾃由意⾒
l 特に問題はないですが、テキストは⼀度も使いませんで
した。

l とても興味の沸く授業でした。ありがとうございました。
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教材・実証講座評価報告書 
 

開発実証委員会 
 
１．はじめに 
開発実証委員会では、今年度開発した教材及び実証講座の評価を行った。その結果を報告

する。 
 
２．委員会評価 
（１）教材 
（ａ）IoT概論 
実施前、実施後のアンケート結果における理解度の変化を見ると教育効果があったと判

断できる。特に IoTについて網羅的に解説されており、インダストリー4.0や Society5.0に
ついて世界での豊富な事例をもとに学ぶことができる。これらの内容がこれからの世の中

にどう影響し、その中で IT技術者の役割がどう変わって行くのかが、示されている。また
IoTの課題や将来性を受講生が考察できることから高い教育効果が期待される。IoTについ
て、用語は聞いた事があるが、内容は理解していないというレベル感の層に適している。 
一方、事業の変革という視点のみでしか IoTを説明しないのは、IoTの可能性を狭めるよ
うに感じる。事例が大企業のものばかりなので、小さな企業でも IoT を導入することで業
務改善につながったケースなどの例もあると良い。 
また、IoTを、昨今の ITテクノロジー発展の一部と捉える必要がある為、用語や知識の
範囲が広く、教材を利用する際は、周辺知識もある程度抑えておく必要があり、この教材を

使って授業を行うのは、よほど技術的背景か業界知識がなければ困難と思われるので、欲を

言えば解説のビデオがあれば、専門学校の授業にも導入しやすい。後半に文字が多いページ

が多く見られ、講義を実施する際に学生を飽きさせないように講師の知識と経験が問われ

る。 
 
（ｂ）製造 IoT応用演習 
実施前、実施後のアンケート結果における理解度の変化を見ると教育効果があったと判

断できる。特にスマート工場構築というテーマがわかりやすく、学びやすい教材になってお

り、工場側とインターネット側の位置づけが理解しやすかった。これからの IT技術者には
IoTの知識が必須であり、その重要な要素技術であるセンサや無線マイコンを自分で組み合
わせて学べる実効性の高い教材である。各ユニットが通信する様子をMQTTブラウザで視
覚的に確認できるので、学習者の興味をより引き立てることが可能である。マイコンや IoT
機器を用いた演習で、テキスト通りに問題なく動作すれば一通りの体験ができる。 
テキストは詳細な情報が詰め込まれており、じっくり読むとわかりやすく記述されてい
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る。情報量が多く、詳細丁寧な説明であり、授業実施者としても教材として利用し易い。あ

る程度の分野知識を有し、軽度なトラブルに対応出来れば、実践投入し易い。 
しかし、マイコンのこと、親機・子機の通信のことは体験できるが手元の機器に範囲がと

どまるため、IoTの全体像には結びつきにくい面があった。また操作手順の説明が多くを占
めているため、何を理解し何をできるようになれば良いかがはっきりしない。第 4 章 IoT 
プラットフォームの内容は汎用性が高いと考えるが、こちらは実習をできないのがネック

である。２００ページを超える分量があるので、実際の授業においてどのように各コマを配

分するかの指標が必要と思われる。日々、アップデートされていくセンサ／デバイスなので、

情報収集が困難。サポートコミュニティなどが立ち上がる（もしくは、立ち上げる）と非常

に心強い。 
 
（ｃ）製造 IoT活用演習 
実施前、実施後のアンケート結果における理解度の変化を見ると教育効果があったと判

断できる。全体的にビジネス分野で頻出の分析手法を、時系列に身近な事例(例えばインテ
ック社)を通して学習する内容となっており、学習者の興味を引く工夫がされている点は大
変評価できる。また、講義と実習の両方から IoT に関する知識を深める工夫がされており
効率良く構成されている。経営者、または、IoT（IT）の利活用に興味が強い層にとって、
これだけ広く体系的に情報がまとまっている教材は貴重である。IoTがこれから社会にどの
ようなインパクトを与えるかを理解するのに大変良い教材である。 

IoTの概論と、それを活用すべきビジネス分野を学習する内容になっており、ターゲット
となる社会人像が分かりにくい。入社間もない IT技術者だと、会社の経営方針に対して意
見を言える立場では無いと考えられるので、今回の内容では持て余す部分が多いと感じた。

経営に参画できる IoTをほとんど知らない管理職以上がメインターゲットである。 
一方、ページ数が多い点とこれだけ範囲が広い為、講師が事前に学習する内容が高度で深

くなってしまう点が欠点と思われる。この教材をワンセットで考えるのではなく、必要な分

野を選択して受講できるような仕組みを構築すれば、様々な層に有効活用できる。経営戦力

の歴史については、もう少しシンプルにまとめた方がよい。 
また、もう少し IoTを活用したビジネス展開の演習に重点をおいても良かった。“IoT概
論”同様、用語や知識の範囲が広く、教材を利用する際は、周辺知識もある程度抑えておく

必要がある。（教材単体だけでの授業運用難易度は高い。専門学校生となると、その解離は

大きい。） 
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（３）実証講座 
（ａ）IoT概論 
受講生のアンケート結果から、下記の項目について教材の効果が高いことが確認できた。 

� 大きな目標として、「IoTとは何か」「IoTの目的とは何か」を知るという点について効
果があった。 

� IoTを単なる技術的な側面からではなく、導入企業側から戦略的に捉える必要があると、
受講生が理解していた点。 

� 具体的な取り組み例を実名で紹介している点。 
� サービスやビジネスモデルの価値を学ぶことができる。 
� 日本の優れた製造業を見直すことができる。 

 
また改善点として下記の項目が挙げられる。 

� 受講前と比べて、どの程度 IoTに興味を持ったかという点も聞いてみたい。 
� セキュリティ対策について概要が説明されるとよい。 
� IoTを実現するシステムに必要な技術要素についての説明 
� IoT導入に必要なスキルについての説明 
� テキストでは必要な技術要素については内容が抽象的である。 
� 必要なスキルについては ITSSベースの説明が難解である。 
� 教員の育成。教材の内容だけで完結しない点が多い為、周辺知識のレベル感を高める必

要がある。 
� テキスト執筆時に用いた参考書籍／URLなど、まとめると良い。 
 
（ｂ）製造 IoT応用演習 
受講生のアンケート結果から、下記の項目について教材の効果が高いことが確認できた。 

� 「○○ができる」といった部分で大きな教育効果があった。 
� MQTT Brokerのことを理解できたこと。 
� インターネットにデータを集める様子が理解できた。 
� インターネット側からモータを制御するイメージが理解できた。 
� これまでの授業で学んだマイコンとは種類は異なるが同じようなプログラムの書き方

で動くことを体験できたことがよかった。 
� マイコンや周辺機器を安価なパーツで作成できることを知ることができた。 
� 短時間詰め込み型でなく、サポート教員がフォローできる状態であれば、ほとんどのレ

ベル感の学生たちに開発／テストの実践 UXを与えられる内容であった。 
� IOT ハードウェアに触れてみるという点では、どんな機器がある、何ができるという
ことが分かっている。 

� また IOTハードウェアに関する興味喚起につながっている。 
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また改善点として下記の項目が挙げられる。 

� 受講前と比べて、どの程度 IoTに興味を持ったかという点も聞いてみたい。 
� MQTTの概要説明やここでMQTTを使う目的の説明があるとよかった。 
� 講座でトラブルが発生したため、アンケート内容をそのまま受け取るわけにはいかな

いが全体的に、一人でできる、指導を受けながらできる、の割合が低いので、実際に授

業を実施した場合、進捗が思うように進まない恐れがある。対策として、少人数で行う、

実習補佐をつけるなどが考えられる。 
� 教員を増やすのが困難でも、有志学生をチューターとして上手く利用すれば、授業とし

ても良い展開が期待出来る。 
 
（ｃ）製造 IoT活用演習 
受講生のアンケート結果から、下記の項目について教材の効果が高いことが確認できた。 

� 大きな目標である「Iotの活用方法を学ぶ」という点は、明らかに効果があった。 
� 用語の理解度が確実に進んでいる。 
� 経営戦略への興味増加や演習を望む声があり、それだけ、内容に関する興味関心度が高

いと伺える。 
� デジタル経営戦略を学べる機会は高額で少ないため貴重な講座である。 
� 経営戦略や DXに関する理解が深まった。 
� IoTが持つ可能性の理解が深まった。 
� ビジネス分野で使われる分析手法などについて、歴史を踏まえて、身近な事例を元に体

系的に学習することができる点。 
 
また改善点として下記の項目が挙げられる。 

� 活用演習の中身として演習に時間を取ることも必要であった。 
� 内容と教材（講座）タイトルに不一致が生じている印象がある。アンケート意見にもあ

るが、経営戦略における IoT利用等の変更が必要。 
� 教員の育成。 
� 教材の内容だけで完結しない点が多い為、周辺知識のレベル感を高める必要がある。テ

キスト執筆時に用いた参考書籍／URLなど、まとめると良い。製造業で IoTがどのよ
うに導入され、どのような活用のされ方をしているのか、事例が知りたい。 

� 時間的な制約があるため、教材全てを割愛しながら実施するのではなく、IoTの活用に
内容を絞っても良かった。 

 
 

以上 
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